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➢ 高知県における学校安全の取組
東日大震災を踏まえた組織強化
防災教育推進のしかけ

➢ 学校における取組
安全教育の日常化を目指した取組

➢ 学校安全の推進
設置者の課題

学校安全の充実に向けて～これまでの取組～



防災教育の課題～東日本大震災以前～

・防災教育の時間確保が課題
→カリキュラムへの位置づけは各学校の工夫に任され

 ている

・防災教育の内容に課題

→避難訓練＝防災教育という実態。多様な取組を行う

 学校は少ない
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◇指導内容の明確化

◇効果的な指導資料

◇指導方法の情報共有 が必要

高知県安全教育プログラムの策定



◆高知県安全教育プログラムは、地震・津波をはじめとして、交通事故や犯罪被害、気象災害などの様々な危険から子どもたちを守るため
の安全教育を、プログラムに基づき確実に実施することで各学校における安全教育の質的向上を図ることを目的として作成した「教職員
の指導用資料」です。

◆この指導用資料により、教職員一人一人が、子どもたちをとりまく様々な危険を再認識するとともに、子どもたちを危険から守るために、
どのような力を身に付けさせるべきかを考え、実践する必要があります。

高知県安全教育プログラム

震災編
（災害安全）

（平成25年3月策定）

生活安全編
（防犯含む）

（平成26年2月策定）

安全教育の３領域

交通安全編

（平成26年2月策定）

子どもたちが生涯にわたり自らの安全を確保するための基

礎的な素養や、社会の安全に貢献することができる資質や能
力を育てるものであり、子どもたちの命を守るうえで欠かす

ことのできない最も重要な教育活動です。

子どもの命を守る安全教育とは

気象災害編
（災害安全）

（平成26年2月策定）

総 論 （平成25年3月策定）

各 論

安全教育を通して身に付けさせたい力

・自分の命を守りきる力

・知識を備え正しく判断する力

・地域社会に貢献する心（態度）

全ての子どもたちに身に付けさせる「基本的指導内容」の明確化

【震 災 編】「助かる人・助ける人になるために（指導10項目）」

【気象災害編】「知る・備える・行動する」

【交通安全編】「被害者にならない・加害者にもならない(４つの力)」

【生活安全編】「身の回りにある危険を予測し、自ら回避する」

プログラムを活用した授業の実施

◆具体的実践例（展開例）を活用した「安全学習」の実施

◆防災学習については、３～６時間程度（小･中学校は各学年５～
６時間）を各学校の年間指導計画に位置付け、全ての子どもた
ちに必要な知識や技能を身に付けさせる防災の授業を実施

◆防災学習以外の安全学習については、各教科の授業等の中で、
「基本的指導内容」を基にした指導を実施
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防災教育の徹底

・防災の授業
→小中学校は各学年で５時間以上
高等学校は各学年で３時間以上

・避難訓練の実施

  →年間３回以上 ショート訓練を含む

学級活動（ホームルーム活動）
総合的な学習（探究）の時間等の活用

学校安全計画に位置付けた計画的な実施
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防災教育指導資料

学校防災マニュアル作成の手引き（震災編）

副読本（小学校） 副読本（中学校） ハンドブック（高等学校）

全児童生徒に配付

○各学校で作成している「学校防
災マニュアル」を見直し、より実効
性を高めるための資料として、具
体的な留意点を記載して平成21年
作成

○東日本大震災の教訓を踏まえて
平成26年改訂
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南海トラフ地震に備えちょき

○防災の授業で使用する
スライド、動画等の資料

○東日本大震災の教訓を
踏まえて平成24年3月作成

○気象災害編を追記し平
成28年3月改訂



〈推進体制〉
１ 学校安全担当教員を中核とした組織的取組の推進
○管理職のリーダーシップの下、学校安全担当教員を中心とし
た組織な学校安全の取組を実施すること。

・管理職以外の学校安全担当教員の校務分掌の位置付けと役割
の明確化
・「安全教育全体計画」「学校安全計画」「危機管理マニュア
ル」を見直すサイクルの構築、保護者への周知
・安全教育研修会（学校悉皆研修）の研修内容の活用
・教職員の学校安全に関する知識・実践力の向上に向けた取組
※「教職員のための学校安全e-ラーニング教材（文部科学省）
の活用」
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毎年度初めに通知文書で周知

「高知県安全教育プログラム」に基づく
安全教育・安全管理の徹底



「高知県安全教育プログラムに基づく安全教育の充実のために」

〇高知県安全教育プログラム策定から７年。年間３回以上の避難訓練とともに、防
災授業も一定定着。

◆安全教育の更なる質的向上を図るためには、児童生徒にどのような安全に関する
資質・能力を育成するのか１年間のゴールイメージを明確化し、年間指導計画に
位置付けることが重要。

～新資料のポイント～
〇基本的指導事項をもとに育成を目指す
安全に関する資質・能力を発達段階ご
とに整理

〇安全教育全体計画・学校安全計画を
例示

〇単元構成による指導計画モデルを例示
〇安全教育の評価に関する考え方を整理
〇学習指導要領における「防災を含む安
全に関する教育」の内容を掲載

安全教育参考資料「高知県安全教育プログラム」に基づく安全教育の充実のために ；
https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/312301/2021060100347.html
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https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/312301/2021060100347.html


安全に関する資質・能力を発達段階ごとの整理【震災編】

9安全教育参考資料「高知県安全教育プログラム」に基づく安全教育の充実のために ； https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2021060100347/file_contents/file_2026320512131_3.pdf -

https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2021060100347/file_contents/file_2026320512131_3.pdf
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2021060100347/file_contents/file_2026320512131_3.pdf
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【気象災害・その他の災害】

安全教育参考資料「高知県安全教育プログラム」に基づく安全教育の充実のために ；
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2021060100347/file_contents/file_2026320512131_3.pdf

https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2021060100347/file_contents/file_2026320512131_3.pdf
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安全教育全体計画（例）

【全体計画】
◆学校安全計画（年間計画）
の基となる安全教育の全体計
画を作成することとし、様式
を例示
◆目標、指導内容と関連する
教科等の領域を学年ごとに記
載
◆成果を測る指標も決めてお
くことを記載
◆これに基づき年間計画を作
成



（知識・技能）

〇様々な自然災害や事件・事故等の危険性、安全で安心な社会づくりの意義を理解

し、安全な生活を実現するために必要な知識や技能を身に付けていること。

（思考力・判断力・表現力等）

〇自らの安全の状況を適切に評価するとともに、必要な情報を収集し、安全な生活

を実現するために何が必要かを考え、適切に意思決定し、行動するために必要な力

を身に付けていること。

（学びに向かう力・人間性等）

〇安全に関する様々な課題に関心を持ち、主体的に自他の安全な生活を実現しよう

としたり、安全で安心な社会づくりに貢献しようとしたりする態度を身に付けてい

ること。

安全教育の目標
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日常生活全般における安全確保のために必要な事項を実践的に理解し、自他の生
命尊重を基礎として、生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うとともに、進んで
安全で安心な社会づくりに参加し貢献できるように、安全に関する資質・能力を育
成する。

「『生きる力』を育む学校での安全教育」より

安全教育の目標～安全に関する資質・能力～



避難訓練

交通安全・防犯教室・防災講話

●●体験・■■訓練

教科等における学習・事前学習

振り返り・事後学習

日
常
の
指
導

関係機関と連携した効果的な取組
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教科等横断的なカリキュラムマネジメントに基づく計画的な実施



【研究主題】
自ら学ぶ力を身に付け、生き抜く力を育む
～「気づき・感じ・伝え合う」ことを大切にした
安全教育の日常化～

重点
①教科等横断的カリキュラム・マネジメントによる安全
教育の実践

②国語科で身に付けた言語能力の活用を意識した各教科
等の指導の充実
③「自ら考え伝え合う」ことを意識した指導の充実

凡事徹底・凡事一流

土佐市立蓮池小学校の事例



【４年】

【国語】調べたことを新聞で伝える・・書く材料の収集や選択の仕方，まとめ方を工夫する必要が生まれる。
記事を書く場合においても，中心を明確にしてわかりやすい文章を書くこと，読み手の興味を惹く見出しをつ
けること，説得力のある紙面にすることなどに気を配らなければならない。新聞を作るという言語活動を通し
て，必要な情報を集め，知らせたいことの中心を考えて読み手にわかりやすく伝える力を養うことをめざす。

教科の学習「交通安全新聞を作って伝えよう」



ヘルメット啓発動画の作成

協力：土佐警察署

市役所ロビー等で常時公開中！

file:///C:/Users/yoshi/OneDrive/デスクトップ/【動画】交通安全/ヘルメット蓮池小30.mp4


止まりたくなるストップマーク

◆学校の正門前の横断歩道◆
「どうすれば皆が止まって確認することが
できるか」を考える
「止まりたくなる」ストップマークを考案

動かない鳥
「ハシビロコウ」

願いがかなう？ かわいいねこを見て！

協力：国土交通省土佐国道事務所 （一社）日本建築アート協会等

総合的な学習の時間 「みんなが止まるようになるためには‥」



蓮池小学校校長室に掲示されている
大正4年(1915年)6月製作「蓮池之模型」

蓮池小

大正時代、波介川は大きく蛇行しながら土佐市内を流れていた。
大正～昭和時代にかけて大改修が行われ、川の流れは緩やかに
なってきた。 （協力：国土交通省高知河川国道事務所）

蓮池小

土佐市役所

現在の波介川

大正時代の波介川（今から100年以上前）

過去を知り未来を考える

古地図と現在の
地図を重ねて見
る
「なぜ昔と今で
は川の流れが違
うのだろう？」



地震の揺れから身を守る！

【協力期間】
国土交通省高知河川国
道事務所
高知トヨペット
高知県南海トラフ地震
対策課・防災砂防課
土佐警察署
土佐市消防
土佐市消防団蓮池分団
土佐市防災対策課
土佐市教育委員会
蓮池地区自主防災会
蓮池小学校PTA…

いざという時、動けるように！地域の一員として

Before After

体験を通して学ぶ～防災１DAYキャンプ～

いざという時のために！

プールの水を飲み水に！ 防災倉庫の備品は！



新聞の活用 ～新聞感想文コンクール～（主催：高新会）

【一番いいポーズは】
「ダンゴムシはポーズはだめなが？」
わたしは、保育園のころから、ひなん訓練のときにはダンゴムシポーズをしていました。でも、記

事に「ダンゴムシポーズ本当に安全？」と大きく書いていました。読んでいくと、ダンゴムシポーズ
だけでなく、カエルポーズもいいと書かれていました。
地震からカエルポーズで身を守れるのか不安に思って家族と実際にやってみました。
まずは、比べるためにダンゴムシポーズをすることにしました。布団の上にのって揺らしてもらう

と、頭は守れるけど、ぐらぐらしてダンゴムシのようにころころと転がってしまいました。
次に、カエルポーズをしてみました。カエルポーズは、布団を揺らしてもらっても転がることがあ

りませんでした。でも頭は守ることができませんでした。だから私は、ダンゴムシポーズとカエルポ
ーズを合体させたポーズを考えました。
そのポーズを先生に見てもらいました。すると、先生は、
「先生は体がかたくてできない。」と言いました。私はくやしくて、もう一度ポーズを考えること

にしました。先生は、足がむずかしいと言っていたから、足をカエルの形にする方法を考えました。
そして次の日、先生に見てもらいました。すると先生は、「すごい。これなら簡単にできる」と言っ
てくれました。
（やった）
心の中でよろこびました。だけどわたしは、自分なりのポーズを考えても、一番正しいポーズでは

ないと思いました。だから、一つのポーズじゃなくて、その場所にあったポーズで身を守るようにし

たいです。 （蓮池小学校 ４年生）
【５月17日・高知新聞「揺れ対応 姿勢固定に警鐘」を読んで】

新聞を読み興味を持った記事を選び、感じたことや自分の考えを書く、蓮池小学
校が国語科の研究とNIEを重ね学校全体で長年取り組んできた活動。
防災で学んだことを生かし、記事の内容に疑問をもったことを自分で実験し、今

後の行動を考えることができた。



➢なぜ訓練をするのか？

➢何から？なぜ逃げる必要があるのか？

➢何を備えるべきか？

大切なのは、訓練の意味（確認すべき内容）を
明確化し、共通理解解しておくこと！

〇危機管理マニュアルに基づく教職員の行
動、避難場所・避難経路の確認

〇防災教育の進捗確認（児童生徒等が身に付
けた知識・技能をもとに判断、行動しているか）
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避難訓練の意義（安全管理・防災教育）



22

訓練 →課題の把握
全国一斉シェイクアウト訓練（児童に予告なし）での一コマ。訓練後にリモート

で振り返りを実施。



第26条（学校安全に関する学校の設置者の責務）
○学校の設置者は、児童生徒等の安全の確保を図るため、その設置する学校
において、事故、加害行為、災害等（以下この条及び第二十九条第三項にお
いて「事故等」という。）により児童生徒等に生ずる危険を防止し、及び事
故等により児童生徒等に危険又は危害が現に生じた場合（同条第一項及び第
二項において「危険等発生時」という。）において適切に対処することがで
きるよう、当該学校の施設及び設備並びに管理運営体制の整備充実その他の
必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

学校保健安全法（平成21年4月1日施行）における設置者の役割

24

学校安全における設置者の役割と課題

第３条（国及び地方公共団体の責務）
○ 国及び地方公共団体は、相互に連携を図り、各学校において保健及び安全に係
る取組が確実かつ効果的に実施されるようにするため、学校における保健及び安全
に関する最新の知見及び事例を踏まえつつ、財政上の措置その他の必要な施策を講
ずるものとする。
２ 国は、各学校における安全に係る取組を総合的かつ効果的に推進するため、学
校安全の推進に関する計画の策定その他所要の措置を講ずるものとする。
３ 地方公共団体は、国が講ずる前項の措置に準じた措置を講ずるように努めなけ
ればならない。



第３章 学校安全
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学校保健安全法に基づく学校安全の取組

第27条（学校安全計画の策定等）
○ 学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、当該学校の施設及び設備の安全点検、児童生徒
等に対する通学を含めた学校生活その他の日常生活における安全に関する指導、職員の研修その他学校にお
ける安全に関する事項について計画を策定し、これを実施しなければならない。

第28条（学校環境の安全の確保）
○ 校長は、当該学校の施設又は設備について、児童生徒等の安全の確保を図る上で支障となる事項がある
と認めた場合には、遅滞なく、その改善を図るために必要な措置を講じ、又は当該措置を講ずることができ
ないときは、当該学校の設置者に対し、その旨を申し出るものとする。

第29条（危険等発生時対処要領の作成等）
○ 学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、当該学校の実情に応じて、危険等発生時におい
て当該学校の職員がとるべき措置の具体的内容及び手順を定めた対処要領（次項において「危険等発生時対
処要領」という。）を作成するものとする。
２ 校長は、危険等発生時対処要領の職員に対する周知、訓練の実施その他の危険等発生時において職員が
適切に対処するために必要な措置を講ずるものとする。
３ 学校においては、事故等により児童生徒等に危害が生じた場合において、当該児童生徒等及び当該事故
等により心理的外傷その他の心身の健康に対する影響を受けた児童生徒等その他の関係者の心身の健康を回
復させるため、これらの者に対して必要な支援を行うものとする。この場合においては、第十条の規定を準
用する。

第30条（地域の関係機関等との連携）
○ 学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、児童生徒等の保護者との連携を図るとともに、
当該学校が所在する地域の実情に応じて、当該地域を管轄する警察署その他の関係機関、地域の安全を確保
するための活動を行う団体その他の関係団体、当該地域の住民その他の関係者との連携を図るよう努めるも
のとする。
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学校安全における設置者の役割と課題

○市町村立学校の施設設備、学校教育全般にわたる各種業務を学校教育課、
それ以外の放課後児童クラブや社会教育等に関する業務を生涯学習担当課が
担っている。（本市）
〇市町村における指導主事は、県費負担教職員からの配置転換。一部は市町
村職員への出向。業務は教育課程に関することをはじめ学校教育に関するこ
と全般を１～２名で担当し（高知県の例）、国・県からの各種調査への対応
をはじめ研究指定や各種指導に関する事務の範囲が広く多い。
〇学校安全を担う専属の課や学校安全担当指導主事の配置はわずか。
（大阪府高槻市は設置）

〇独自に研修会を実施できない市町村では教職員の学校安全に関する研修の
機会は国や県主催の研修会へ参加。指導主事は業務の都合で研修の機会を得
られない場合も少なくない。そんな中で学校への指導が求められている。
〇校舎やプール等の改修等の施設整備や情報機器の更新等、ハード整備には
莫大な予算が必要で、世界情勢や物価高騰により年々増大。市町村の行政規
模により状況が異なる。

課題と展望
〇学校安全を牽引する人材の育成
〇安全確保のための施策（ハード・ソフト）を実行できる財源（国の財政措置等）
〇市町村及び私学を支援する仕組みづくり（国や都道府県の関与等）



学校安全の充実に向けて～今後の展望～

➢ 学校安全推進の仕組みづくり
◆学校安全の中核となる教員の位置付けと役割の明確化
が必要

◆学校運営の中心となる管理職への研修の位置付け等、
学校安全に関する研修の体系化が必要

➢ 安全教育の日常化を目指したしかけ
◆各領域ごとの内容（何を身に付けるか。何ができるよう
になるか）を具体的に整理（精選）し全ての学校で実施
するような体系化が必要

◆安全教育の機会の明確化が必要（例えば「総合的な学習
の時間」での実施など）

◆安全教育の効果検証の手法の開発が必要
「何ができるようになったか」
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